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研究成果の概要（和文）：本研究では、1954年にアメリカが実施した水爆実験によって被ばくし、避難生活を送るマー
シャル諸島ロンゲラップ共同体を対象として、被ばく後の社会における「つながり」の意味を明らかにした。避難島で
の伝統保存食の復活は、拡散居住する避難者同士、および避難地周辺の島々との関係性を構築するのに重要な役割を果
たしていた。これらの関係性の構築は、避難地周辺の自然知の獲得を可能とし、いっそう生産を促進させ、贈与関係に
おける地位の回復が見られた。

研究成果の概要（英文）：This research demonstrates how the social network has played an important role in 
the reconstruction of the Rongelap community in the Marshall Islands, which suffered from the United 
States’ testing of H-bomb "Bravo" in 1954. In particular, the revival of one of the traditional 
preserved foods in the resettlement island has played a crucial role in constructing the network among 
the people who had been scattered throughout the neighboring islands. The construction of these 
relationships enabled the acquisition of the knowledge about the nature around the resettlement island, 
which in turn promoted preserved food production even more. As a result, the position of the resettlement 
island has been elevated in the gift relationships.

研究分野： 文化人類学
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１．研究開始当初の背景 
広島・長崎・チェルノブイリ・核実験場跡

地などの被ばく社会に関する研究は、そのほ
とんどが、医学・放射線科学といった自然科
学系の研究であり、それに比して社会科学系
研究は圧倒的に少ない。被ばく社会について
の研究を行ってきた国際政治学、国際関係論
の数少ない研究においては、加害責任を問う
研究や、被ばく社会の現地エリートを対象と
した研究が主であり、被ばく社会を生きる生
活者の「主体性」については看過されてきた。
被ばく社会に関する文化人類学的研究は極
めて数が少ない。 
 被ばく社会に関する研究の偏りの原因と
しては次の 3 点を挙げることができる。(1)
その他の災害と異なり、被ばくの理解にはき
わめて高度な専門知識を要すること。(2)国際
政治や国家とのかかわりが強く「生活者」の
問題としては考えられ難かったこと。(3)被ば
く者は、弱い犠牲者として救済の対象に位置
づけられ、文化的および社会的主体として認
識されなかったこと。これらの理由によって、
被ばく後の社会再建についても、結果的に高
度な専門知識に基づいた工学的な解決が行
われる傾向にあり、当の被ばく者は問題解決
の埒外に置かれてしまっていた。 
そうしたなか、申請者はこれまで被ばく社

会におけるミクロな研究を通じて、被ばく社
会の生活者の「つながり」が、その後の社会
構築に重要な役割を果たすことを明らかに
した。マーシャル諸島では、1954 年の核実
験により汚染された「故郷」から逃れ「仮の
島」で暮らすロンゲラップ共同体の人々に対
して、専門的なリスク評価に基づく工学的手
法に則った除染やインフラ整備を実施して、
故郷への「一斉帰還」を促すためのプロジェ
クトが進行中である。それに対して人々は、
既存の親族の「つながり」を駆使してマーシ
ャル諸島全土に居住地を移し、故郷への一斉
帰還によって生じる放射能リスクを回避し
ようと企図していた。 
こうした被ばく社会に関する研究、および

これまでの現地調査を通じて、被ばくという
出来事を総合的に把握し理解するには、社会
内部に焦点を当て、そこに暮らす人々の日常
的実践に基づく「つながり」が再建に果たす
役割を、つながりの歴史的連続性や空間的広
がりを踏まえたうえで研究を進めることが
必要だとの認識を得た。 
 
２．研究の目的 
本研究では、世界各地の被ばく社会に関す

る先行研究を収集し分析したうえで、被ばく
社会であるロンゲラップ共同体を中心に考
察する。これまでの研究で、「タコノキ羊羹」
の復活が「仮の島」におけるアイデンティテ
ィの保持と離散リスクを低減するものとし
ての役割を果たしつつあることが明らかに
なった。この結果を踏まえて本研究では、被
ばく社会に特有の以下のリスクについて、被

ばく社会における居候・養子縁組・婚姻など
で保持される「つながり」による解決のあり
方を考察する。 
(1)「個人リスク」―身体や心が受ける放射能
被害 
①体の不調へのサポートや理解、②本人／他
者の「被ばく者」であることの受容過程 
(2)「環境リスク」―故郷が受けた放射能被害 
③被ばく時の支援の継続、④食料や植林の援
助、⑤被ばく地からの移住の受け入れ 
(3)「離散リスク」―避難に伴って共同体が受
けた放射能被害 
⑥被ばく者差別や風評被害の解消、⑦特産品
「タコノキ羊羹」の復活や分配・製法の伝 
授、⑧ファミリー親睦会、⑨故郷に関する伝
承や慣習の継承、⑩新たな舞踊の創出 
 
３．研究の方法 
本研究は、公文書収集・参与観察・インタ

ビューを主な手法とした。初年度は、マーシ
ャル諸島ロンゲラップコミュニティの避難
島メジャト島でインタビューを試み、被ばく
のリスクについて「身体リスク」「環境リス
ク」「離散リスク」の 3 点について、その解
消メカニズムを調査した。とくに、仮の島で
復活した故郷の特産品「タコノキ羊羹」につ
いては、詳細な調査を行った。2 年目は、被
ばく時支援における、支援者と被支援者の系
譜関係と支援内容について、アメリカエネル
ギー省や信託統治領政府資料を収集し、分析
する。3 年目にはメジャト島と近いイバイ島
でのタコノキ羊羹の分配に関する調査を行
った。 
 

４．研究成果 
 初年度（2013 年度）は、マーシャル諸島現
地調査を中心に行った。メジャト島の 10 年
間の変化を中心に、またタコノキ羊羹をはじ
めとする伝統的保存食について調査を行っ
た。その結果、2013 年 8月時点のメジャト島
の人口は、2002 年当時の 3分の 2にまで減少
していることがわかった。これは多くがマー
シャル諸島の都市部、ハワイや米国本土へと
移住したためであることがわかった。2002 年
には見られなかったタコノキ羊羹作りが活
性化し、そのほか多くの伝統的保存食も製造
されていることがわかった。また、これらは
船便や飛行機便の機会をとらえて、あるいは
クリスマスの儀礼を通して、親族に再分配さ
れていた。そのほか、となりのエバドン島の
人々との新たな関係も構築されていた。これ
は、婚姻関係が生まれたことで、エバドン島
との関係が有効的なものにかわり、漁撈範囲
が拡大した。漁撈範囲の拡大によって自然の
知識を獲得することができ、さらに漁業が活
性化していた。生活に余裕が生まれたことで、
植林などが行われ、ココヤシで豚を飼育する
ことが可能になったのだと考えられる。初年
度の調査から明らかになったのは、行政の介
入によらない生活再建によって、海洋を含む



共同作業の機会を増やし、メジャト島の耕作
面積が増え、生活が活性化していた。 
 また、同年には 6 月に The 14th Global 
Conference of the International 
Association for the Study of the Commons. 
June 2013 において、学会発表を行った。こ
の発表をもとに、夏季調査で得られたデータ
を 加 え 、 Japanese Review of Cultural 
Anthropology(日本文化人類学学会)に英文
の論文を掲載することができた。 
また、年度末には日本オセアニア学会にお

いて学会発表を行った。 
2 年目は、米国議会図書館での調査を中心

に行った。当初はメリーランド州の米国公文
書館を中心に調査する予定であったが、ロン
ゲラップの放射線影響に関する資料が、米国
議会図書館に多く存在しているとの情報を
得、議会図書館での資料収集を 2週間にわた
って行った。その結果、遺伝的影響に関する
資料を発見することができた。また、この調
査によって海外の研究者とのネットワーク
を構築できた。 
3 月には、日本オセアニア学会で学会発表

を行った。主に米国における公文書データを
用いて、被ばくに関する米国とマーシャル諸
島間の認識の違いについて考察したものを
発表した。 
3 年目には、これまでの収集データやイン

タビューをまとめる中で、被害に関する相互
理解がほとんど進んでいない状況に気づい
たため、本研究から得られた新たな視点から
5 月に、日本文化人類学学会で学会発表を行
った。 
秋には米国ジョージタウン大学で行われ

た核セキュリティーシンポジウム＆ワーク
ショップに参加し、世界の核問題に取り組む
研究者と交流を行った。 
冬季には、2年目に得られた資料をもとに、

ロンゲラップ共同体首長に、身体リスクに関
するインタビューとロンゲラップ地方自治
体オフィスでの資料収集を行う予定であっ
たが、首長は海外出張のため、インタビュー
を行うことができなかった。そこで、メジャ
ト島でインタビューに予定を変更し、途中ま
で飛行機で向かったが、イバイ島から先への
移動手段が確保できず、断念した。ただし、
イバイ島には多くのロンゲラップコミュニ
ティの人々が居住しているため、メジャト島
で生産された伝統的保存食が、イバイ島にお
ける消費と分配の実態を調査できた。 
当初計画していたもののできなかったこ

とは、メジャト島の 3年間の居住形態の変化
である。期間中に 2度の調査を予定していた
が、移動手段を確保できず、断念した。また、
1954 年～1985 年までの人々の居住に関する
米国側の記録を収集することができなかっ
た。これは、規定では 25 年を経過したもの
は、徐々に開示される公文書も、実際の業務
はなかなかおいつかず公開が遅れているた
めであった。マーシャル諸島の輸送ネットワ

ークに関しては、調査出発前から確認を繰り
返し行うこと、また米国資料に関しては専門
リサーチャーに相談しながら行うという教
訓を得た。 
期間全体を通じて、被ばく後の社会におけ

る「つながり」の意味を明らかにした。避難
島での伝統保存食の復活は、拡散居住する避
難者同士、および避難地周辺の島々との関係
性を構築するのに重要な役割を果たしてい
た。これらの関係性の構築は、避難地周辺の
自然知の獲得を可能とし、いっそう生産を促
進させ、贈与関係における地位の回復が見ら
れることが明らかになった。 
また、この研究を通じて国内外の研究者、

NGO・NPO、行政との関係者との関係を構築す
ることができた。2013 年 9月より、国立民族
学博物館共同研究グループ「放射線影響をめ
ぐる当事者性に関する学際的研究」として、
また、2016 年 5月より総合地球環境学研究所
で「放射能汚染からの暮らしの再生―異なる
立場の相互理解を目指して」の二つの研究グ
ループを立ち上げることができた。 
本研究により、放射能汚染に対する文化的

な対処の意義、および放射線影響を研究対象
とする研究グループの形成という二つの成
果を得られた。 
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